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株式会社牧野フライス製作所 
 

２０２３年 3 ⽉期 決算説明会 Q&A（２０２３年４⽉２８⽇開催） 
 
Ｑ１. ２３年度の売上計画が前期⽐で減少するのはなぜか？ 
 
Ａ１. 受注が減少することに加え、複数の要因があります。 

・ 為替による売上の減少 
２３年度の想定為替レートを、２２年度の平均為替レートに対して円⾼で⾒てい

るため、円に換算した売上⾼が⽬減りします。 
 

・ 航空機業界からの受注増 
受注から売上までのリードタイムが⻑い、航空機向けの⼤型機の受注が増えてい

るため、２３年度中に受注しても、売上は２4 年度になります。 
 

・ アジアで⽣産している製品の売上減 
アジアで⽣産している製品は、⽇本で⽣産している製品に⽐べ、リードタイムが約

２か⽉短いため、アジア製品の売上減少分を、⽇本製品の売上では２３年度中に代替
できない部分があります。 

 
 
Ｑ２. 中国のお客様は今どういう状況にあるのか？ 
 
Ａ２. ⾜元の中国は、２２年度をけん引した NEV（新エネルギー⾞）向けの⼤⼝受注が途切

れたことと、受注の約半分を占めていた⾦型向けの受注が下がったことで、減少傾向に
あります。 

中国の「ゼロコロナ」政策の緩和後に参加した展⽰会や、訪問したお客様の印象から、
２３年度から状況は上向きに変わっていくと考えています。 

⾃動⾞関連では、いわゆる電気⾃動⾞だけでなく、プラグインハイブリッド⾞（PHEV）
を含む新エネルギー⾞の部品加⼯向けなどの仕事も続くと⾒ています。 

 
 
Ｑ３. 在庫が積み上がっているが、２３年度上期の⽣産は増やすのか、または減らすのか？  
 
Ａ３. ２３年度の売上計画が減少することに伴って、⽣産台数は減ると考えています。 

在庫が増えている要因は２つあります。 
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１つは海外の現地法⼈において、航空機向けの在庫が少なくなったため、⼀部在庫の
積み増しを⾏っていることによるものです。 

もう１つは、⼯場の部品在庫や仕掛品が⼤きく増えているためです。２２年度上期の
部品調達が困難だった時に、部品不⾜による売上の減少を防ぐため、意図的に部品の発
注を増やしました。それにより、現在は部品在庫がやや過剰になっています。すでに部
品の発注を減らしており、在庫は今上期に減少すると考えています。 

 
 
Ｑ４. ２２年度の売上は過去最⾼であった⼀⽅で、利益は最⾼ではなかった。中⻑期的に⾒

てどのように利益率を向上させていくのか？ 
株価が PBR（株価純資産倍率）でみて１倍を下回る上場企業には、１倍達成に向けた

取組みの開⽰が求められている。今後の利益率の向上や、安定した利益は重要と考える。
社内で議論している内容を教えてほしい。 

 
Ａ４. 損益分岐点をいち早くクリアし、売上を向上することで利益を上げていきたいと考え

ています。損益分岐点を超えて売上が増加すると、⾶躍的に利益額が上がり、利益率も
上昇します。したがって⽣産性の向上が重要となります。 

そのため、新機種の開発は、作りやすく、部品点数を減らすと同時に、機種間の部品
の共有を増やすという観点で進めます。こうした取り組みが中⻑期的に成果を上げる
と考えています。 

そして、受注が今後も順調に伸びていった場合、現在の⽣産キャパでは⾜りなくなる
ため、機械を作るスペースも広げていきたいと考えています。 

 
 
Ｑ５. ２３年度の設備投資計画について、国内の⾦額が⼤きい。内容は何か？ 
 
Ａ５. ⻑期的な視点で、どういった設備投資が必要なのかを考えています。このうち板⾦と、

その塗装のための設備が⾜りないことについては具体的になっていますが、このほか
必要となる設備投資の内容については検討中です。 

 
 
 本資料に記載いたしました将来の業績に関する⾒通しは、公表時点で⼊⼿可能な情報に基づく将来の予測であり、潜

在的なリスクや不確定要素を含んだものです。 

 そのため、実際の業績は、さまざまな要因により、記載された⾒通しと⼤きく異なる結果となる可能性があることを

ご了承願います。 

 実際の業績に影響を与えうる重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済情勢、社会的動向、当社の提供するサービ
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ス等に対する需要動向による相対的競争⼒の変化等があります。なお業績に影響を与える重要な要因は、これらに限定

されるものではありません。 


